
個性ある地域づくり ＪＴＢ旅ホ連
年度事業

宿
泊
増
売

地
域
振
興
・

観
光
振
興
　

Ｄ
Ｍ
Ｐ
研
修
活
用
し

会
員
向
け
に
実
施
へ

宿
泊
販
売

億
円
達
成
を
支
援

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
・

タ
イ
ア
ッ
プ
作
戦

「
ひ
と
声
運
動
」の
推
進

４
つ
の
お
願
い

現
地
受
け
入
れ
研
修
の

告
知
強
化
と
利
用
促
進

ホ
テ
ル
新
商
品
の
開
発

「
お
客
様
紹
介
運
動
」

の
取
り
組
み
強
化

「
や
ど
こ
む
」の
充
実

宿
泊
増
売
連
絡
会
議

の
充
実
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アンケートへの協力を呼び
掛けるチラシ

　
旅
ホ
連
活
動
の
柱
の
一
つ
で

あ
る「
地
域
振
興
・
観
光
振
興
」

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
基
本

テ
ー
マ
を
「
魅
力
あ
る
地
域
づ

く
り
」
と
し
て
き
た
。
今
年
度

は
「
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
」

を
基
本
テ
ー
マ
に
設
定
し
、
地

域
の
価
値
向
上
に
向
け
た
活
動

を
よ
り
具
体
的
に
発
展
さ
せ

る
。

　
昨
年
か
ら
の
「
三
位
一
体
大

作
戦
」
の
継
続
に
加
え
、
大
き

な
取
り
組
み
と
し
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ

が
社
員
向
け
に
実
施
し
て
き
た

「
地
域
交
流
事
業
育
成
の
た
め

の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
（
Ｄ
Ｍ

Ｐ
＜
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
・
プ
ロ
デ
ュ

ー
サ
ー
＞
研
修
）
を
旅
ホ
連
会

員
向
け
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て

研
修
を
行
う
。
こ
れ
に
よ
り
１

人
で
も
多
く
の
旅
ホ
連
会
員
が

Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
考
え
る
地
域
振
興
・

観
光
振
興
を
理
解
し
て
、
同
じ

目
線
で
個
性
あ
る
地
域
づ
く
り

を
推
進
で
き
る
よ
う
に
し
た
い

考
え
だ
。

　
旅
ホ
連
会
員
向
け
Ｄ
Ｍ
Ｐ
研

修
は
、
第
１
回
を
８
月
下
旬
に

東
京
で
、
第
２
回
を

月
下
旬

に
三
位
一
体
を
推
進
し
て
い
る

モ
デ
ル
エ
リ
ア
で
開
催
す
る
予

定
。
参
加
受
け
付
け
は
申
し
込

み
順
で
、
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
る
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

や
ど
こ
む
に
６
月
下
旬
に
掲
載

す
る
。

　
旅
ホ
連
事
務
局
で
は
「
意
欲

あ
る
会
員
の
積
極
的
な
参
加
を

期
待
し
て
い
る
」
と
話
す
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
協
定
旅
館
ホ
テ
ル
連
盟
（
Ｊ
Ｔ
Ｂ
旅
ホ
連
、

福
田
朋
英
会
長
）
は
２
０
１
７
年
度
の
事
業
推
進
の
基

本
テ
ー
マ
と
し
て
新
た
に「
活
発
な
交
流
機
会
の
創
出
、

個
性
あ
る
地
域
づ
く
り
」
を
掲
げ
た
。
前
者
は
全
国
の

支
部
長
が
語
る
言
葉
を
、
後
者
は
福
田
会
長
の
「
全
国

に

Ｄ
Ｍ
Ｃ
が
あ
る
の
な
ら
、
地
域
に
は

通
り
の
個

性
が
あ
っ
て
し
か
る
べ
き
だ
」
と
い
う
思
い
を
組
み
入

れ
た
も
の
だ
。
こ
の
テ
ー
マ
の
下
、
旅
ホ
連
活
動
の
大

命
題
で
あ
る
宿
泊
増
売
の
推
進
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な

施
策
を
展
開
す
る
。
事
業
活
動
で
は
、
四
つ
の
柱
の
う

ち「
地
域
振
興
・
観
光
振
興
」「
人
財
育
成
」「
組
織
強
化
」

を
そ
れ
ぞ
れ
有
機
的
に
機
能
さ
せ
、
大
き
な
柱
と
位
置

付
け
る
「
宿
泊
増
売
」
を
推
進
。
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
宿
泊
販
売

目
標
４
５
０
０
億
円
の
達
成
を
支
援
し
て
い
く
。

　
旅
ホ
連
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
一
緒

に
「
戦
略
的
な
需
要
喚
起
策
」

に
取
り
組
む
こ
と
を
中
心
に
、

宿
泊
増
売
を
推
進
し
、

年
度

の
販
売
目
標
４
５
０
０
億
円
の

達
成
を
目
指
す
。
宿
泊
増
売
の

取
り
組
み
の
一
つ
が
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ

か
ら
の
４
つ
の
お
願
い
」
に
対

す
る
協
力
だ
。
今
年
度
は
そ
の

完
全
達
成
に
努
め
る
。

　
さ
ら
に
は
現
地
受
け
入
れ
研

修
の
強
化
や
「
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

・
タ
イ
ア
ッ
プ
大
作
戦
」、宿
泊

ア
ン
ケ
ー
ト
の「
ひ
と
声
運
動
」、

旅
ホ
連
ネ
ッ
ト
「
や
ど
こ
む
」

の
充
実
な
ど
を
推
進
す
る
。

　
日
本
政
府
観
光
局
（
Ｊ
Ｎ
Ｔ

Ｏ
）
に
よ
る
と

年
に
日
本
を

訪
れ
た
外
国
人
旅
行
者
は
前
年

比

・
８
％
増
の
２
４
０
３
万

９
千
人
。
訪
日
外
国
人
の
目
標

人
数
「

年
に
４
千
万
人
」
の

達
成
に
向
け
官
民
挙
げ
た
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
る
中
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
グ
ル
ー
プ
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン

ド
需
要
の
確
実
な
取
り
込
み

は
、
宿
泊
目
標
の
達
成
の
た
め

の
至
上
命
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
中
で
旅
ホ
連
は
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
連
携
し
た
「
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
・
タ
イ
ア
ッ
プ
作
戦
」

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
同
作
戦

の
最
大
の
特
色
は
、
活
動
主
体

が
各
支
部
連
合
会
単
位
で
あ

り
、
地
域
の
実
情
や
地
域
事
業

に
合
わ
せ
た
と
独
自
の
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
施
策
を
２
年
単
位
で
柔

軟
に
展
開
で
き
る
こ
と
だ
。

　

、

年
度
は
広
域
観
光
ル

ー
ト
の
Ｐ
Ｒ
や
二
次
交
通
対
策

な
ど
を
実
施
。
、
年
度
は
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
た
地
域
の
Ｐ

Ｒ
、
外
国
人
目
線
で
の
広
域
周

遊
ル
ー
ト
の
作
成
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

運
営
す
る
ツ
ー
リ
ス
ト
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
（
訪

日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
向
け
店
舗
）

と
の
連
携
な
ど
、
各
地
域
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
特
性
を
踏
ま
え

た
上
で
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。

インバウンド・タイアップ
作戦のチラシ

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
旅
ホ
連
で
は
「
宿

泊
ア
ン
ケ
ー
ト
評
価
点
の
向

上
」
を
図
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

宿
泊
客
に
「
い
い
評
価
点
を
つ

け
て
も
ら
う
」
た
め
の
誘
導
で

は
な
い
。
回
収
率
を
高
め
る
こ

と
で
、
サ
イ
レ
ン
ト
・
マ
ジ
ョ

リ
テ
ィ
（
物
言
わ
ぬ
多
数
派
）

化
し
て
い
る
宿
泊
客
か
ら
「
品

質
保
証
ど
お
り
の
満
足
」
の
評

価
を
表
面
化
さ
せ
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と

会
員
施
設
が
共
に
宿
泊
ク
オ
リ

テ
ィ
の
向
上
、
販
売
競
争
力
の

ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
デ
ー
タ
を

得
る
の
が
狙
い
だ
。

　
回
収
率
の
向
上
を
図
る
た
め

に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
旅
ホ
連
で
強
く
推

進
し
て
い
る
の
が
、
宿
泊
客
へ

の
「
ひ
と
声
運
動
」
だ
。
こ
れ

は
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
店
頭
で
宿
泊
ア
ン

ケ
ー
ト
を
渡
す
時
と
会
員
施
設

で
チ
ェ
ッ
ク
ア
ウ
ト
対
応
す
る

時
の
双
方
で
、
ア
ン
ケ
ー
ト
へ

の
記
入
と
投
函
を
促
す
た
め
の

「
ひ
と
声
」を
か
け
る
も
の
だ
。

　
具
体
的
に
は
利
用
客
へ
「
宿

泊
ア
ン
ケ
ー
ト
で
ペ
ア
宿
泊
・

名
産
品
が
当
た
る
」
と
ア
ピ
ー

ル
。
宿
泊
や
エ
ー
ス
商
品
を
購

入
し
た
個
人
、
あ
る
い
は
グ
ル

ー
プ
の
代
表
者
に
、
１
施
設
に

つ
き
１
枚
の
「
宿
泊
ア
ン
ケ
ー

ト
」
（
ウ
ェ
ブ
ア
ン
ケ
ー
ト
含

む
）
を
渡
し
、
回
答
者
に
抽
選

で
景
品
を
贈
る
。
対
象
期
間
は

来
年
３
月

日
宿
泊
分
ま
で
。

　
今
年
度
は
、
ひ
と
声
運
動
の

ツ
ー
ル
と
な
る
チ
ラ
シ
を
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
。
さ
ら
な
る
推
進
を

図
り
、
回
収
率
ア
ッ
プ
に
つ
な

げ
て
い
く
。

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
提
供
す
る
「
や
ど
こ
む
」

　
「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
か
ら
の
４
つ
の
お

願
い
」
は
、
①
大
手
Ｏ
Ｔ
Ａ

（
オ
ン
ラ
イ
ン
ト
ラ
ベ
ル
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
）
に
対
す
る
同
額
含

む
最
安
値
率
②
提
供
客
室
へ
の

手
配
旅
行
プ
ラ
ン
登
録
率
③
Ｊ

Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
（
ジ
ャ
パ

ニ
カ
ン
）
へ
の
る
る
ぶ
ト
ラ
ベ

ル
プ
ラ
ン
登
録
率
④
登
録
プ
ラ

ン
の
１
８
５
日
先
の
販
売
を
可

能
に
す
る
設
定
率

の
四
つ

の
項
目
の
登
録
、
設
定
率
の
ア

ッ
プ
だ
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
、
会
員
施
設
の
要

望
を
受
け
て「
変
動
性
手
数
料
」

を

年
４
月
か
ら
導
入
し
た
。

こ
の
厚
意
に
応
え
る
「
旅
ホ
連

か
ら
Ｊ
Ｔ
Ｂ
へ
の
協
力
」
と
い

う
趣
旨
で
、
４
つ
の
お
願
い
へ

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。

　
４
つ
の
お
願
い
に
協
力
す
る

こ
と
が
自
施
設
の
客
室
販
売
を

増
や
し
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
ウ
ィ
ン

・
ウ
ィ
ン
に
つ
な
が
る
こ
と
を

各
会
員
が
認
識
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
進
め
る
。
特
に
、
会
員

施
設
の
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
受

け
入
れ
施
策
の
一
つ
と
し
て
、

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
ｉ
Ｃ
Ａ
Ｎ
の
登
録

率
ア
ッ
プ
に
重
点
を
置
い
て
推

進
し
て
い
く
。

　
４
つ
の
お
願
い
の
協
力
と
推

進
に
当
た
っ
て
は
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国

内
旅
行
企
画
に
対
し
て
会
員
と

の
連
携
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
さ
ら
な
る
強
化
を
訴
え
て

い
く
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
各
社
や
提

携
販
売
店
の
担
当
者
を
対
象

に
、
支
部
連
合
会
や
支
部
単
位

で
研
修
旅
行
の
受
け
入
れ
を
行

っ
て
い
る
。
最
新
の
現
地
情
報

の
把
握
や
会
員
施
設
と
の
情
報

交
換
に
よ
る
販
売
力
の
向
上
を

通
じ
て
、
宿
泊
の
増
売
に
つ
な

げ
る
の
が
目
的
だ
。

年
度
は

支
部
連
合
会
や
支
部
単
独
な
ど

で
合
計
２
１
９
２
人
を
受
け
入

れ
た
。

　
ま
た
、
現
地
情
報
の
把
握
に

よ
る
販
売
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

通
じ
て
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の

宿
泊
増
売
を
支
援
す
る
た
め
Ｊ

Ｔ
Ｂ
グ
ル
ー
プ
の
各
旅
行
会
社

の
社
員
を
対
象
に
「
個
人
宿
泊

研
修
」
も
実
施
。

年
度
は
４

４
２
人
を
受
け
入
れ
た
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
に
と
っ
て
宿
泊

を
通
じ
た
現
地
情
報
の
収
集

は
、
店
頭
販
売
の
礎
と
な
る
。

施
設
の
立
地
、
周
囲
の
状
況
を

把
握
す
る
の
は
、
地
域
振
興
・

観
光
振
興
を
会
員
と
共
に
進
め

る
具
体
的
な
一
歩
で
も
あ
る
。

　
今
後
は
、
会
員
施
設
か
ら
の

「
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
に
ぜ
ひ
来
て
も

ら
い
た
い
」
と
い
う
要
望
に
応

え
る
た
め
、
研
修
参
加
の
推
進

を
図
っ
て
い
く
。

　
新
た
な
需
要
創
造
の
た
め
の

ホ
テ
ル
新
商
品
の
開
発
で
は
、

北
海
道
、
西
日
本
の
取
り
組
み

が
成
果
を
上
げ
た
。
他
の
地
域

で
も
鋭
意
研
究
を
重
ね
て
お

り
、
引
き
続
き
そ
の
取
り
組
み

を
進
め
て
い
く
。

　
訪
日
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
へ
の

対
応
で
は
、
着
地
後
の
楽
し
み

方
の
ス
ム
ー
ズ
な
情
報
提
供
が

集
客
へ
と
つ
な
が
る
。今
年
は
、

そ
の
よ
う
な
仕
組
み
の
発
案
に

つ
い
て
各
地
域
の
ホ
テ
ル
で
活

発
化
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

　
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
旅
ホ
連
の
互
恵
活

動
と
し
て
定
着
し
た
こ
の
運
動

で
は
、
昨
年
度
は
全
国
で
５
０

１
９
件
、

億
円
を
超
え
、
前

年
比
１
０
３
・
８
％
の
成
果
を

上
げ
た
。
こ
の
額
は
一
定
規
模

の
Ｊ
Ｔ
Ｂ
店
舗
が
１
年
間
に
取

り
扱
う
販
売
額
と
同
等
だ
。

　
特
に
西
日
本
支
部
連
合
会
で

は

億
円
を
超
え
、
全
体
の
取

扱
額
の
３
割
強
を
占
め
る
。
九

州
支
部
連
合
会
で
は
、
震
災
で

苦
労
す
る
中
、
１
２
９
３
件
と

同
支
部
連
合
会
の
会
員
数
の
３

倍
以
上
の
紹
介
を
行
っ
た
。

　
引
き
続
き
価
値
あ
る
取
り
組

み
と
し
て
強
化
し
て
い
く
。

　
旅
ホ
連
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
運
営
す

る
、
会
員
施
設
限
定
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
が
「
や
ど
こ
む
」
だ
。

Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
の
積
極
的
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
会
員
施
設
の

商
売
繁
盛
に
役
立
つ
、
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。

　
目
玉
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
Ｊ
Ｔ

Ｂ
宿
泊
ア
ン
ケ
ー
ト
と
そ
の
集

計
表
だ
。
約
半
数
の
会
員
が
毎

月
閲
覧
し
て
い
る
。
宿
泊
ア
ン

ケ
ー
ト
は
、
手
書
き
の
コ
メ
ン

ト
も
含
め
て
自
館
の
宿
泊
客
か

ら
回
収
し
た
回
答
を
掲
載
し
て

い
る
。
集
計
表
は
宿
泊
ア
ン
ケ

ー
ト
を
四
半
期
ご
と
に
ま
と
め

た
も
の
。
ま
た
、
毎
月
更
新
さ

れ
る「
宿
泊
施
設
販
売
状
況
表
」

（
Ｍ
Ｄ
レ
ポ
ー
ト
）
で
は
、
５

カ
月
先
ま
で
の
自
館
の
先
行
施

設
販
売
状
況
を
把
握
で
き
る
。

　
各
コ
ン
テ
ン
ツ
は
、
自
館
の

も
の
を
印
刷
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

が
可
能
。
宿
泊
増
売
の
資
料
と

し
て
有
効
活
用
で
き
る
。

　
会
員
施
設
か
ら
Ｊ
Ｔ
Ｂ
販
売

店
へ
の
情
報
発
信
機
能
も
搭
載

す
る
。
社
員
が
閲
覧
す
る
宿
泊

タ
リ
フ
情
報
と
リ
ン
ク
し
、
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
掲
載
さ
れ
て

い
な
い
旬
な
情
報
を
タ
イ
ム
リ

ー
に
発
信
で
き
る
。

　

、

年
に
は
サ
イ
ト
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
し
内
容
を
さ
ら
に

充
実
。
新
た
に
①
旅
ホ
連
ニ
ュ

ー
ス
②
ト
ラ
ブ
ル
対
応
マ
ニ
ュ

ア
ル
③
Ｊ
Ｔ
Ｂ
デ
ジ
タ
ル
パ
ン

フ
レ
ッ
ト

の
三
つ
を
コ
ン

テ
ン
ツ
に
加
え
た
。
ト
ラ
ブ
ル

対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、

年
度

か
ら
掲
載
を
始
め
た
「
自
然
災

害
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
同
様

の
実
践
的
な
内
容
の
マ
ニ
ュ
ア

ル
で
、
緊
急
事
態
に
対
し
て
現

場
担
当
者
の
初
動
対
応
を
中
心

に
ま
と
め
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
人
財
育
成
、検
定
、

人
手
不
足
対
策
に
関
す
る
コ
ン

テ
ン
ツ
と
し
て
、
旅
館
経
営
人

財
育
成
ア
カ
デ
ミ
ー
研
修
を
は

じ
め
、
旅
館
・
ホ
テ
ル
業
経
営

者
や
従
業
員
に
必
要
な
セ
ミ
ナ

ー
の
情
報
を
掲
載
し
て
い
る
。

　
や
ど
こ
む
で
は
昨
年

月
か

ら
、
必
要
な
情
報
を
必
要
な
人

に
メ
ー
ル
配
信
す
る
た
め
、
各

施
設
の
担
当
者
別
に
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
の
集
約
を
開
始
。
５
月

現
在
約
９
割
の
会
員
施
設
で
登

録
が
済
ん
で
お
り
、
未
登
録
の

会
員
施
設
に
は
登
録
を
呼
び
掛

け
て
い
る
。

　
年
に
２
回
、
全
支
部
で
実
施

さ
れ
る
宿
泊
増
売
連
絡
会
議

は
、
基
本
テ
ー
マ
の
「
活
発
な

交
流
機
会
の
創
出
」
に
資
す
る

た
め
、
Ｊ
Ｔ
Ｂ
社
員
と
旅
ホ
連

会
員
と
が
積
極
的
な
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
場
だ
。
今

年
度
は
、
双
方
の
意
見
の
キ
ャ

ッ
チ
ボ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
、

早
い
段
階
か
ら
計
画
、
準
備
を

進
め
る
。

　
旅
ホ
連
本
部
で
は
「
共
催
す

る
Ｊ
Ｔ
Ｂ
国
内
旅
行
企
画
に
は

そ
の
支
部
の
数
値
分
析
に
基
づ

く
今
後
の
方
向
性
の
指
南
を
お

願
い
し
て
い
る
。会
員
施
設
は
、

現
場
で
得
ら
れ
る
肌
感
覚
と
し

て
の
お
客
さ
ま
動
向
を
Ｊ
Ｔ
Ｂ

側
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
ほ

し
い
」
と
話
す
。

　
数
値
と
肌
感
覚
の
分
析
に
よ

り
実
態
に
近
い
仮
説
設
定
が
可

能
と
な
る
。
今
年
度
こ
そ
、
真

の「
増
売
の
た
め
の
連
絡
会
議
」

の
具
現
化
を
図
る
。


